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A series of learning activities was carried out through events where children could enjoy
“recreational activities.” Incorporated into these activities was active learning, which focuses
on active and independent learning.
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This study hypothesized that such learning activities had an impact on students’
self-esteem/efficacy and communication skills, and through the observation of
pre/post-activity phases, examined the transformation of self-esteem and self-efficacy,
indicated by self-confidence and efficiency, and of social skills represented by communication
skills.
The result showed a significantly higher average value of self-esteem in the post-activity
phase compared to the pre-activity phase, and a higher average value of self-efficacy was
only observed in the post-activity phase of those groups whose value was low prior to the
activity. No significant difference was found concerning social skills.
Based on these findings, while the learning practice conducted through active learning
appeared to enable self-esteem and self-efficacy, some other initiative seems to be required


















現していないという報告がある（Early, D. M., et al., 2007）。その要因の一つに大学での養成教育
が保育者の資質に十分つながっていないことが挙げられている。この報告を現在の日本の保育者
養成校にそのまま当てはめることは必ずしも適切ではないが，保育者養成校が抱えている問題の
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3. 実施期間と実施回数
2017 年 4 月～7月の間に 15 回実施された。1回目の授業で，参加者全員に対して演習の内容と
OEFT の趣旨を説明するとともに，事前アンケートを実施した。その後，全 11 回を「遊び・活
















































































































































当日は 10：00～12：00 までの 2時間の間，所属校体育館で，グループごとに遊びや活動を親子
ともにかかわりながら展開した（図 2，図 3，図 4，図 5）。
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図 1. フライヤーの表と裏
図 2. 造形遊び 図 3. 運動遊び
















pre 自尊感情得点，pre 自己効力感得点，pre 社会的スキル得点とし，事後アンケートの 3変数の
得点を post 自尊感情得点，post 自己効力感得点，post 社会的スキル得点とした。
2. 自尊感情の変容
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表 5. 自尊感情得点，自己効力感得点，社会的スキル得点の記述統計量
3. 自己効力感の変容
自己効力感が，事前と事後でどのように変容するかを，pre 自己効力感得点の平均値と post 自
己効力感得点の平均値について，対応のある平均値の差の検定を行った。その結果，事前と事後
の自己効力感得点平均値に有意差は認められなかった（表 7）。





















事前アンケートの自由記述数の合計は 124，事後アンケートの自由記述数の合計は 189 であった
（以下，pre 自由記述，post 自由記述）。表 9に pre 自由記述分析結果の一部を，表 10 に post 自
由記述分析の一部を示した。なお，分析は SCAT 経験者 2 名と保育専攻に所属する教員 7 名に
よって行われた。
SCATで抽出されたテーマ・構成概念を表 11 および表 12 に示した。抽出されたテーマ・概念
は肯定的認知と否定的認知および両価的認知に大別された。したがって，表 11 には肯定的認知
を，表 12 には否定的認知と両価的認知を示した。また，これらのテーマ・構成概念から事前から






































































































post 社会的スキルが 58.56（n=55,SD=8.24）であった。菊池（1988）によると，大学生男子 56.4
（n=83,SD=9.64）, 大学生女子 58.35（n=121,SD=9.02）であることから，対象者の社会的スキル
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